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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  ＴＩＣ検査の期間中に超音波探触子が同位置
に保持されていたのか動いてしまったのかを監視する。
【解決手段】  超音波探触子を同位置に保持しながら連
続的に走査して超音波画像を取り込む際に、前回の超音
波画像と今回の超音波画像の類似度を算出し、類似度の
時間変化曲線を作成し、表示する。
【効果】  ＴＩＣ検査結果の正当性を検証する参考にな
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波探触子と、前記超音波探触子から
超音波を送信しそれに対応する受信信号を得る送受信手
段と、前記受信信号に基づいて超音波画像を生成する超
音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表
示手段とを具備した超音波診断装置であって、超音波画
像を記憶する超音波画像記憶手段と、前回生成した超音
波画像と今回生成した超音波画像の類似度を算出する類
似度演算手段と、類似度監視期間の前記類似度の変化を
表示する類似度変化表示手段とを具備したことを特徴と
する超音波診断装置。
【請求項２】  請求項１に記載の超音波診断装置におい
て、前記類似度監視期間が、ＴＩＣの検査期間に対応し
ていることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】  請求項１または請求項２に記載の超音波
診断装置において、前記類似度が閾値以下か否かを判定
する類似度判定手段と、類似度が閾値以下なら操作者に
警告を報知する警告報知手段とを具備したことを特徴と
する超音波診断装置。
【請求項４】  ２Ｄアレイ超音波探触子と、前記２Ｄア
レイ超音波探触子から超音波を送信しそれに対応する受
信信号を得る送受信手段と、前記受信信号に基づいて超
音波画像を生成する超音波画像生成手段と、超音波画像
を記憶する超音波画像記憶手段と、前回選択した超音波
画像の走査面と同方向の走査面および少し異なる方向の
走査面で走査して各超音波画像を得るようにする走査面
制御手段と、前回選択した超音波画像と今回生成した各
超音波画像の各類似度を算出する類似度演算手段と、類
似度が最も高い超音波画像を選択して該超音波画像から
ＴＩＣを生成するＴＩＣ生成手段と、前記ＴＩＣを表示
するＴＩＣ表示手段とを具備したことを特徴とする超音
波診断装置。
【請求項５】  請求項４に記載の超音波診断装置におい
て、選択した超音波画像の類似度が閾値以下か否かを判
定する類似度判定手段と、類似度が閾値以下なら操作者
に警告を報知する警告報知手段とを具備したことを特徴
とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置に
関し、さらに詳しくは、ＴＩＣ（Time IntensityCurv
e）検査を好適に行うことが出来る超音波診断装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】造影剤を投与して超音波診断装置でＴＩ
Ｃ検査を行う場合、走査面がターゲット部位を外れない
ように、輝度の時間変化を観る３分～１０分の間、超音
波探触子を同位置に保持しておく必要がある。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】操作者が手で超音波探
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触子を持っている場合には、同位置に保持しているつも
りでも、超音波探触子が動いてしまうことがある。しか
し、従来の超音波診断装置では、超音波探触子が同位置
に保持されていたのか動いてしまったのかを検証する手
段がなかった。また、超音波探触子が動いてしまうと、
走査面がターゲット部位を外れてしまう問題点があっ
た。そこで、本発明の第１の目的は、ＴＩＣ検査の期間
中に超音波探触子が同位置に保持されていたのか動いて
しまったのかを検証することが出来る超音波診断装置を
提供することにある。また、本発明の第２の目的は、Ｔ
ＩＣ検査の期間中に超音波探触子が動いてしまっても走
査面がターゲット部位を外れないように制御できる超音
波診断装置を提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】第１の観点では、本発明
は、超音波探触子と、前記超音波探触子から超音波を送
信しそれに対応する受信信号を得る送受信手段と、前記
受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画像生
成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段とを
具備した超音波診断装置であって、超音波画像を記憶す
る超音波画像記憶手段と、前回生成した超音波画像と今
回生成した超音波画像の類似度を算出する類似度演算手
段と、類似度監視期間の前記類似度の変化を表示する類
似度変化表示手段とを具備したことを特徴とする超音波
診断装置を提供する。上記第１の観点による超音波診断
装置では、超音波探触子を同位置に保持しながら連続的
に走査して超音波画像を取り込む際に、連続する超音波
画像の類似度を監視するので、超音波探触子が同位置に
保持されていたのか動いてしまったのかを検証すること
が出来る。すなわち、類似度が高ければ同位置に保持さ
れていたと判断でき、類似度が低ければ動いてしまった
と判断できる。なお、処理を簡単化するために、超音波
画像の一部同士で類似度を算出してもよい。
【０００５】第２の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記類似度監視期間が、ＴＩＣ
の検査期間に対応していることを特徴とする超音波診断
装置を提供する。上記第２の観点による超音波診断装置
では、ＴＩＣ検査の期間中に超音波探触子が同位置に保
持されていたのか動いてしまったのかを検証することが
出来る。
【０００６】第３の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、前記類似度が閾値以下か否かを
判定する類似度判定手段と、類似度が閾値以下なら操作
者に警告を報知する警告報知手段とを具備したことを特
徴とする超音波診断装置を提供する。上記第３の観点に
よる超音波診断装置では、超音波探触子が動いてしまっ
たことを操作者に報知できるため、検査をやり直すなど
の対策を的確に採ることが出来る。
【０００７】第４の観点では、本発明は、２Ｄアレイ超
音波探触子と、前記２Ｄアレイ超音波探触子から超音波
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を送信しそれに対応する受信信号を得る送受信手段と、
前記受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画
像生成手段と、超音波画像を記憶する超音波画像記憶手
段と、前回選択した超音波画像の走査面と同方向の走査
面および少し異なる方向の走査面で走査して各超音波画
像を得るようにする走査面制御手段と、前回選択した超
音波画像と今回生成した各超音波画像の各類似度を算出
する類似度演算手段と、類似度が最も高い超音波画像を
選択して該超音波画像からＴＩＣを生成するＴＩＣ生成
手段と、前記ＴＩＣを表示するＴＩＣ表示手段とを具備
したことを特徴とする超音波診断装置を提供する。上記
第４の観点による超音波診断装置では、超音波探触子を
同位置に保持しながら連続的に走査して超音波画像を取
り込む際に、同方向の走査面の外に方向を少し変えた走
査面でも超音波画像を得て、前回選択した超音波画像と
の類似度が最も高いものを選択するので、超音波探触子
が動いてしまっても走査面が同位置に保持されるように
制御できる。なお、処理を簡単化するために、超音波画
像の一部同士で類似度を算出してもよい。
【０００８】第５の観点では、本発明は、上記構成の超
音波診断装置において、選択した超音波画像の類似度が
閾値以下か否かを判定する類似度判定手段と、類似度が
閾値以下なら操作者に警告を報知する警告報知手段とを
具備したことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
上記第５の観点による超音波診断装置では、超音波探触
子が動いてしまったことを操作者に報知できるため、検
査をやり直すなどの対策を的確に採ることが出来る。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図に示す実施の形態により
本発明を詳細に説明する。なお、これにより本発明が限
定されるものではない。
【００１０】－第１の実施形態－
図１は、本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装
置を示す構成図である。この超音波診断装置１００は、
超音波パルスを被検体内へ送信すると共に該被検体内か
ら超音波エコーを受信する超音波探触子１と、被検体の
内部を平面的に走査するように音線方向を変えると共に
各音線方向の音線信号を生成する送受信部２と、前記音
線信号の強度やドプラ成分に基づいてＢモード画像やＣ
ＦＭ画像を生成する画像生成部３と、その画像生成部３
から出力される超音波画像を格納する画像メモリ４と、
前記画像生成部３から今回出力された画像と前記画像メ
モリ４に前回記憶した画像の類似度を算出し該類似度が
閾値以下なら警告メッセージを表示したり警告音を発生
すると共に類似度の時間変化曲線を作成する類似度演算
部５と、ターゲット部位に対応する超音波画像中の領域
であるＴＩＣ領域の輝度の時間変化曲線であるＴＩＣを
作成するＴＩＣ処理部６と、超音波画像や警告メッセー
ジや類似度の時間変化曲線やＴＩＣ等の表示制御を行う
表示制御部７と、表示装置８とを具備している。
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【００１１】図２は、超音波診断装置１００のＴＩＣ処
理時の動作を示すフロー図である。ステップＳ１では、
操作者は、ターゲット部位を撮影できるように超音波探
触子１を位置決めし、超音波画像中にＴＩＣ領域を設定
する。ステップＳ２では、ＴＩＣ検査期間の最初の超音
波画像を取り込む。ステップＳ３では、取り込んだ超音
波画像中のＴＩＣ領域の輝度をＴＩＣの起点の輝度とす
る。
【００１２】ステップＳ４では、次の超音波画像を取り
込む。
【００１３】ステップＳ５では、前回の超音波画像と今
回の超音波画像の類似度を求める。類似度は、例えば、
前回の超音波画像Ｆ１と今回の超音波画像Ｆ２を用い
て、Ｃ＝１／Σ｜F1Ｇ(x,y)－F2Ｇ(x,y)｜により類似度
Ｃを算出する。ここで、F1Ｇ(x,y)は、前回の画像Ｆ１
の座標（ｘ，ｙ）の画素の画素値を表す。F2Ｇ(x,y)
は、今回の画像Ｆ２の座標（ｘ，ｙ）の画素の画素値を
表す。つまり、この例での類似度Ｃは、前回の画像Ｆ１
の画素と今回の画像Ｆ２の対応する画素の画素値の差の
絶対値を、全画素または一部の画素について積算した値
の逆数となる。なお、上記の他に公知の画像間相関度計
算アルゴリズムを用いて相関値を算出し、その相関値を
類似度としてもよい。
【００１４】ステップＳ７では、今回取り込んだ超音波
画像中のＴＩＣ領域の輝度をＴＩＣに追加する。ステッ
プＳ８では、類似度の時間変化曲線（時系列的に類似度
を結んだ曲線）を作成する。ステップＳ９では、最新の
類似度が所定の閾値以下か否かを判定し、閾値以下なら
ステップＳ１０へ進み、閾値より大きいならステップＳ
１１へ進む。ステップＳ１０では、警告メッセージを表
示したり警告音を発生する。そして、ステップＳ１１へ
進む。
【００１５】ステップＳ１１では、ＴＩＣ検査を終了す
るならステップＳ１２へ進み、継続するなら前記ステッ
プＳ４に戻る。
【００１６】ステップＳ１２では、類似度の平均値、分
散、最大値、最小値などの統計量を算出し、表示する。
そして、終了する。
【００１７】図３は、ＴＩＣおよび類似度の時間変化曲
線Ｒの例示図である。時刻ｔ１と時刻ｔ２で、類似度が
閾値以下になり、警告が報知される。
【００１８】以上の超音波診断装置１００によれば、超
音波探触子１を同位置に保持しながら連続的に走査して
超音波画像を取り込む際に、前回の超音波画像と今回の
超音波画像の類似度を監視するので、超音波探触子１が
同位置に保持されていたのか動いてしまったのかを検証
することが出来る。よって、ＴＩＣ検査を行った場合、
その検査結果の正当性を判断する参考になる。
【００１９】－第２の実施形態－図４は、本発明の第２
の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図であ
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る。この超音波診断装置２００は、超音波パルスを被検
体内へ送信すると共に該被検体内から超音波エコーを受
信する２Ｄアレイ超音波探触子２１と、被検体の内部を
平面的に走査するように音線方向を変えると共に各音線
方向の音線信号を生成する送受信部２と、前記音線信号
の強度やドプラ成分に基づいてＢモード画像やＣＦＭ画
像を生成する画像生成部３と、その画像生成部３から出
力される超音波画像を格納する画像メモリ４と、前回選
択した超音波画像の走査面と同方向の走査面で得た超音
波画像および少し方向を変えた走査面で得た超音波画像
と前回選択した超音波画像の類似度を算出し類似度が最
大の超音波画像を選択しその類似度が閾値以下なら警告
メッセージを表示したり警告音を発生すると共に類似度
の時間変化曲線を作成する類似度演算部２５と、選択し
た超音波画像中のターゲット部位に対応する領域である
ＴＩＣ領域の輝度の時間変化曲線であるＴＩＣを作成す
るＴＩＣ処理部６と、超音波画像や警告メッセージや類
似度の時間変化曲線やＴＩＣ等の表示制御を行う表示制
御部７と、表示装置８と、前回選択した超音波画像の走
査面と同方向の走査面の外に方向を少し変えた走査面で
も超音波画像を得るように走査面を切り換える走査面制
御部２０とを具備している。
【００２０】図５は、超音波診断装置２００のＴＩＣ処
理時の動作を示すフロー図である。ステップＳ１では、
操作者は、ターゲット部位を撮影できるように超音波探
触子１を位置決めし、超音波画像中にＴＩＣ領域を設定
する。ステップＳ２では、ＴＩＣ検査期間の最初の超音
波画像を取り込む。ステップＳ３では、取り込んだ超音
波画像中のＴＩＣ領域の輝度をＴＩＣの起点の輝度とす
る。
【００２１】ステップＳ４’では、図６に示すように、
最初の超音波画像または前回選択した超音波画像の走査
面と同方向の走査面ｐ１と、その走査面ｐ１に直交する
方向に＋δ（例えば＋３゜）だけ方向を変えた＋δ走査
面ｐ２と、前記走査面ｐ１に直交する方向に－δ（例え
ば－３゜）だけ方向を変えた－δ走査面ｐ３とでそれぞ
れ超音波画像を取り込む。
【００２２】ステップＳ５’では、最初の超音波画像ま
たは前回選択した超音波画像と今回取り込んだ複数の超
音波画像ｐ１，ｐ２，ｐ３の類似度をそれぞれ求める。
類似度は、例えば、類似度を求める一方の超音波画像Ｆ
１と他方の超音波画像Ｆ２を用いて、
Ｃ＝１／Σ｜F1Ｇ(x,y)－F2Ｇ(x,y)｜
により類似度Ｃを算出する。ここで、F1Ｇ(x,y)は、一
方の画像Ｆ１の座標（ｘ，ｙ）の画素の画素値を表す。
F2Ｇ(x,y)は、他方の画像Ｆ２の座標（ｘ，ｙ）の画素
の画素値を表す。つまり、この例での類似度Ｃは、一方
の画像Ｆ１の画素と他方の画像Ｆ２の対応する画素の画
素値の差の絶対値を、全画素または一部の画素について
積算した値の逆数となる。なお、上記の他に公知の画像*
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*間相関度計算アルゴリズムを用いて相関値を算出し、そ
の相関値を類似度としてもよい。
【００２３】ステップＳ６では、類似度が最大の超音波
画像を今回の超音波画像として選択する。
【００２４】ステップＳ７では、今回選択した超音波画
像中のＴＩＣ領域の輝度をＴＩＣに追加する。ステップ
Ｓ８では、類似度の時間変化曲線（選択した超音波画像
の類似度を時系列的に結んだ曲線）を作成する。ステッ
プＳ９では、選択した超音波画像の類似度が所定の閾値
以下か否かを判定し、閾値以下ならステップＳ１０へ進
み、閾値より大きいならステップＳ１１へ進む。ステッ
プＳ１０では、警告メッセージを表示したり警告音を発
生する。そして、ステップＳ１１へ進む。
【００２５】ステップＳ１１では、ＴＩＣ検査を終了す
るならステップＳ１２へ進み、継続するなら前記ステッ
プＳ４に戻る。
【００２６】ステップＳ１２では、類似度の平均値、分
散、最大値、最小値などの統計量を算出し、表示する。
そして、終了する。
【００２７】以上の超音波診断装置２００によれば、走
査面の方向を変えられる２Ｄアレイ超音波探触子２１に
より複数の方向の走査面で超音波画像を取り込み、類似
度が最も高いものを選択していくので、超音波探触子２
１が動いてしまっても、走査面が同位置に維持されるよ
うに制御できる。よって、ＴＩＣ検査の期間中に超音波
探触子２１が動いてしまっても、走査面がターゲット部
位を外れないようになる。
【００２８】－他の実施形態－
類似度が所定の閾値以下になった時に超音波診断装置が
自動的に走査を停止するようにしてもよい。
【００２９】
【発明の効果】本発明の超音波診断装置によれば、ＴＩ
Ｃ検査の期間中に超音波探触子が同位置に保持されてい
たのか動いてしまったのかを検証することが出来る。
【００３０】また、本発明の超音波診断装置によれば、
ＴＩＣ検査の期間中に超音波探触子が動いてしまっても
走査面がターゲット部位を外れないように制御できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態にかかる超音波診断装置を示す
構成図である。
【図２】第１の実施形態にかかる超音波診断装置による
ＴＩＣ処理時の動作を示すフロー図である。
【図３】ＴＩＣおよび類似度の時間変化曲線の例示図で
ある。
【図４】第２の実施形態にかかる超音波診断装置を示す
構成図である。
【図５】第２の実施形態にかかる超音波診断装置による
ＴＩＣ処理時の動作を示すフロー図である。
【図６】方向の変えた走査面の例示図である。
【符号の説明】
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１                  超音波探触子
２                  送受信部
３                  画像生成部
４                  画像メモリ
５，２５            類似度演算部
６                  ＴＩＣ処理部 *
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*７                  表示制御部
８                  ＣＲＴ
２０                走査面制御部
２１                ２Ｄアレイ超音波探触子
１００，２００      超音波診断装置

【図１】 【図２】

【図３】

【図６】
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【図５】
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